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要
　
旨
　『源氏物語』の思想基盤について、研究者によって意見が異なっている。筆者は中国の伝統文化の一つである道学の視点から、 『源氏物語』における道学的な発想を試みに考察してみた。　本論文は三方面から展開する。一、五十四帖の巻名は、
「道法自然」の知恵を踏まえたことが窺える。二、作中主要人物の名前について、道学の文化と深い絆があ と考える。三、光源氏の一生の運命が「三段の予言」によって展開されながら、玄妙な道学 知恵 明らかに現れると考える。
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一
　
はじめに
　
日本古典文学の中で、 『源氏物語』は越えられない地位
を占めていると考えられる。その文学史における地位について、長い間言語、文化、宗教など、さまざまな分野から、研究、評論されてきた。本論では、中国の伝統文化の一つである道学の視野から、 『源氏物語』における道学的な発想について考察した 。　『源氏物語』の思想基盤について、研究者によって意見が異なっている。これは江戸時代の国学者の本居宣長が
『紫文要領』で述べたことよりわかる
あ
。
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古抄の説に、此の物語を春秋の褒貶をまなびて勧善懲悪のために書くといひ、又内外の書籍に悪逆無道なる人の事を書けるは、みなそれを見て懲さむためなれば、此の物語も好色淫乱の事を書き 、見る人 して懲さむために書くといひ 又人をして仁義五常の道に引きいれ、終には中道実相の妙理を悟らしむといひ、又盛者必衰、会者定離の理を知らしめ、煩悩即菩提理を悟らしむといひ、又男女の道を本 せるは、関雎、螽斯の徳、王道治世の始 たるにかたどる天台四教五時の法門を引き合わせて見るべしといへるなど、ことごとしく聞こえてげ と思ふ人あるべ 。
　
一般的に、 『源氏物語』を仏教的、儒教的観点から批評
するということが広く通行していたが、本居宣長が『源氏物語玉の小櫛』で中世、近世における仏教的儒教的な観点からの『源氏物語 批評を物語の本性を理解しない、こじつけの議論として厳しく 判した。例えば、本居宣長の儒者批判は次のようである。安藤為章『紫家七論』について本居宣長は本書が「物語のおほむね 論じ」 、紫式部の「才徳」などを詳しく考え、昔からの「妄説」を分別するなど、特色のあるもので必ず見るべきであるとしながら、 「但し」
として、次のように言う。
但しそのおほむね、ただもろこし人の、書ども作れる例をのみ思ひて、物語といふ物の趣をおもはず、物のあはれ むねとかけることをば、いまだしらざるものにして、諷諭と見たるは なほ儒者ごこ にぞ有けるい
。
　
周知するように、本居宣長の「もののあはれ」という物
語論は、仏教的、儒教的言説を厳しく批判した。ところが、『河海抄』 「料簡」の冒頭に、
其おもむき、荘子の寓言におなじき物か、詞 妖艶さらに比類なし
う
。
と言うことについて、本居宣長は『紫文要領』に、
古抄に云はく、物語の大綱、荘子が寓言にもとずけりと。是れ又誤りなり。 （中略）されば此 源氏の物語も古物語にもとづきて、其の体に書ける物にして、さらに人の国の書の類にはあ ず。但しすべて 語類はなき事を作りて書ける物也。ことに此の物語は己 い
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はまほしき事を、物語の中の人にいはせたるやうの事多ければ、かの荘子が書と、いふ所の事と心ばへとははるかに異なれども、その きやうの心ばへはよく似たれば、荘子の寓言の心ばへ也とはいふべし
え
。
というふうに評論した。　
荘子は、即ち中国道学の代表的な人物「老、莊」の「莊」
である。荘子の寓言は道学経典『荘子』の中で、至る所に見られる。物語 文学様式の、芸術的言語表現だけではなく、多種多様な言説を併呑する、虚構のありかたであると思う。物語が物語 して成立する虚構の在り方を理解するためには、多様な視点から考察することが必要であると思われる。　
ゆえに、筆者は『源氏物語』における道学的な発想につ
いて、考察を試みたい。　
道学とは、道家の哲学思想、道教の宗教思想と神仙家の
生命科学思想で構成 システムを指している。その中で、老子、荘子の「道」に対する「陰陽大化」という学説は、システム全体の基盤であ とされる。このよう 道学的な発想が、 『源氏物語』に随所に見られると考える。
二
　
五十四帖の巻の名について
　
物語の巻名は極めて重要である。全書の組み立て、ス
トーリーの筋、人物のイメージなどは巻名の中に反映されているのである。　
ところが、 『源氏物語』の巻名は誰が付けたも かにつ
いて、諸説がある。日本古典文学研究家の増淵勝一氏は『源氏物語の謎』の中で、それぞれの論点を紹介しながら、
『源氏物語』の巻の名は作者の紫式部自身がつけたものである
お
。
と結論した。この説は学界では広く認められるため、筆者もその説に従い、紫式部の個性的な命名法 「五十四帖」の巻名を考察してみたい。　『源氏物語』の巻名は、直接に作品の思想と文化的基盤を表し、それは道家哲学の「道法自然」という大知恵ると考える。　老荘の道学は「自然」という観点から、 「道」を述べ、
利欲を欲する自我を超越し、自然を敬い、大 の一部である自己に目覚めていく理論である。 『老子・二十五章』
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には、
人法地、地法天、天法道、道法自然。 （人は地に法り、地は天に法り、天は道に り は に法る。
）か
と言う句があり、人の歩むべきは自然の法則に従うべき、自然の法則を素直に感じ、そして行動することの大切さが詠われている。つま 「道」 宇宙の本体で、完全 自分の本性に従って変化し、あらゆる外部からの力や意志によって支配されないのである。道は「自為」という特性があり、また「無為」と う特性もある。即ち道は少しの私心も持たない、自然と同じよ に偉いのである。 「道法然」という理念は、人間に対して、できるだけ自然と一体化するこ が望ましいと説い　
日本の伝統的な文化意識の中で、自然は神様として崇拝
されているため、 「道法自然」の道学的な知恵と一致していると思われる。日本には 古くから「神道」というシャーマニズムやアニミズムといっ 自然崇拝、精霊崇拝である多神教（八百万の神）に基づく宗教がある。そして、他の東アジア諸国と同様に、 「儒教」や「道教」両方受け入れたが、陰陽五行思想、八卦、宿曜道などの の代表的な思想が奈良時代から平安時代に隆盛を極め、陰陽師 台頭
とともに発達し、現在でも民俗の一環となって受け継がれている。このような文化意識に導かれ、日本古典文学は四季の移り変わりに、植物と昆虫などの小さい命に、きわめて細い感情を持ち、作者と読者の共感を呼んで る。このような文化意識の雰囲気に包まれ、 『源氏物語』の「五十四帖」の巻名が考案されたと思われる。　
五十四帖の巻名の中で、地名、建築物などに関わるのは
七帖（須磨、明石、澪標、関屋、横笛、竹河 東屋）である。文化活動に関わるのは四帖（花宴、行幸 絵合、行幸）であ 宗教に関わる は七帖（御法、幻 雲隠、椎本、宿木、蜻蛉、夢浮橋）である。自然景観 自然現象に関わるのは（桐壺、松風、薄雲 篝火 野分 夕霧）五帖である。残っている三十一帖はすべて人物、動物や植物の自然な生命に関わると考えるのである。　
上記の分類を見ると、 「五十四帖」の巻名は、自然から
生命へ、文化活動から宗教意識へ、道家が唱えられた精神と自然が同一であることではないかと思われる。鶯と蝶、蜻蛉 蛍、花と草、若菜と落葉など自然 精霊は 人間感情を表し、人間の魂をもっている。 「五十四帖」の巻名から見れば、本当に、こうした心境に至 人間は 学「道法自然」の知恵を理解する人間に違いないと考える。
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三
　
作中人物の命名
　『源氏物語』の作中人物の名前から、明らかに紫式部が道学文化の真髄を好んでいることが伺える。 『源氏物語』の中に名前が無い人物が多 。普通は官位で表し、あるいは巻 述べる内容や歌の中に現れる語彙から連想して呼ばれる。作中の主要人物の名前について考察す と、一つの面白いこと 気付いた。それは、その人名 道学と関連していることである。　前の四十一帖のヒーローは「光源氏」である。彼は桐壺
帝が寵愛した更衣が生んだ皇子であり、後に臣籍降下をし、源姓を賜る。源氏 、
世に無くきよらなる（ 『桐壺』
）き
と言う美貌があり 「光る君」という美称で褒めたたえられる。 「桐壺」の巻末に、
光君といふ名は、高麗人のめできこえて、つけたてまつりける ぞ、言ひ伝へたるとなむ
く
。
という句がある。　
相術は道教の「神仙道」という術数の学に属し、朝鮮の
相術は秦漢以後に中国から伝来したものであると記載されたけ
。中国最大の解題目録である『四庫全書総目提要』には、
術数之興、多在秦漢以後。要其旨、不出乎陰
阳
五行、
生克制化
こ
。
という記述が載っている。そのうえ、 「光」という言葉は、神仙道の術数家達が尊んだ道学の経典の『易経』 生まれたものであると思われる。中国五千年の歴史に、燦然と輝く最古の哲学書『易経』には、
含弘光大、品物咸享
さ
。
という句があり、つまり、 「光」は広く盛んな意味である。この意味によって、 「光」は源氏の一生の運命と一致するだけではなく、 「光源氏」という名前と道学 淵源を明らかに示した 思われる。　
続いて、作中主要人物の名前と「紫」の関連性について
考察してみたい。
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　『源氏物語』の中に、主要人物の桐壺の更衣、藤壺、紫の上は、すべて「紫」と関係がある。その上、作者本人も
「紫」と呼称されている点もある。何故「紫」を女性と呼称するのであろうか。　
一般的に、日本の学者は「紫」は「ゆかり」の意味があ
り、紫色を「ゆかりの色」と呼ぶこ に由来したと考える。『広辞苑』にも、 「紫のゆかり」という言葉が採られ、 「ある縁故から情愛を他に及ぼすこと 解説している。 「紫のゆかり」の「 」という表現について、色彩と古歌という二つの方面で論じられて る。　
色彩の面からみると、これは桐壺をそ 殿舎の名前から
桐の花、藤壺を藤の花と捉えることを前提としている。その上で、桐壺の更衣、藤壺、紫の上の三人の女君を象徴するのが紫という色彩であり、色彩と 関連性によって示された人物間の絆が「紫 であると解される。　
一方、 「紫のゆかり」という表現が古歌を踏まえたもの
であるということは、すでに古注以来多く 先行研究によって指摘され、論じられてきたところである。物語の中で、 「紫のゆかり」 呼称 成立、 「紫」を詠む和歌から由来している。
手に摘みて
　
いつしかも見む
　
紫の
　
ねにかよひける
　
野辺の若草（ 「若紫」巻）
し
ここの「紫」は、一般的に、藤の紫色と重なっていると解釈されている。次に挙げるのは 「新編日本古典文学全集」の中に、この和歌に付されている注釈である。
「紫」は紫草のことで、その根を染料とした。ここでは、その紫（藤）色から、藤壺をさす。 ね（根）にかよひける」は血縁関係をさし、 「 」が紫の上をさす。 「紫の一本ゆゑに武蔵野の草はみながらあはれとぞ見る」 （古今集・雑上・読人しらず）などを念頭においた表現
す
。
　
筆者は、 「ゆかり」という語から考えれば、通常は漢字
で「縁」と表記される語で、何らかの関わりや繋がりがあることを示す。よすが、ちなみの意味もあり、また、血の繋がりあう者や配偶者を示すこともある。明確に目で見える即物的な関係ではなく、因縁や血縁など、精神的・観念的な関係性としての意味が強いようと思われる。桐壺の更衣、先帝の四の宮の藤壺、藤壺の姪の紫の上、この三人女君、ひいては作者の紫式部 、全て日本の皇室と「縁」がある。そのうえ、日本の皇室は、紫が高貴な色と考えて
『源氏物語』における道学的な発想
─ 53 ─
いるため、紫色は皇室のシンボルとなっている。この点から考え と、皇室とのゆかりによって、作中の女性を「紫」と呼称するわけである 思われる。　
古代の日本では、紫色は最高位を示す色として使用され
た。 『日本書紀』により、聖徳太子は官位の等級を定めるため、 「六色の十二階」の官位を制定し、冠の異なる色によって、身分の差を分けた。この「官位
12階」以外に、特
に「紫の冠」を最上位に与 られた。また『日本書紀・
25
巻』 は、
大化三年（六四七）是歳。制七色一十三階之冠。一曰。織冠。有大小二階。以織為之 以繍裁冠之縁。服色並用深紫。二曰。繍冠。有大小二階 為之。其冠縁。服色、並同織冠。三曰。紫冠。有大小二階。以紫為之。以織裁 之縁。服色用浅紫
せ
。
ということを記載している。これを見ると、冠位制に既高位の位色として紫色が定められていたことを分かる。　
また、 「紫の袖」といえば、高位の官人の袍を指し、転
じて立派な服装の意味となった。衣服だけではなく、神社の祭礼において、御輿の渡御に対 、最大の敬意 表するときには、金屏風の前に紫染めの幔幕を垂らしたそうであ
る。あるいは、天子の書には紫色の封泥を用い、詔書のことを「紫誥」と称した。　
更に注目すべきは「紫辰殿」という名称の御所である。
帝が朝賀、公事、即位の礼など 大きな儀式を行う正殿であり、帝の存在を示すシンボル的な場所である。　
現代の日本中国学の研究家厳紹璗氏の考証によると
そ
、日
本の皇室は、最も紫色を尊重し、紫色は皇室のシンボルとなることは、中国の道学 踏まえた色彩感であると認められる。　
中国の伝統文化の儒学と道学 おける色彩感について、
儒学には、
｢ 悪紫之奪朱也
｣ （ 『論語・陽貨』 、 「子曰く、紫
の朱を奪うを悪む也と」 ）と言う言葉がある。これ 間色の紫が正色の朱に混じ 色を濁してしまうという意味で、贋物が本物を乱すこと、似て非なるも の喩えとして用いられる。また、よこしまで口先の巧みな者が用 られ、正しい者が遠ざけられることの喩えでも る。　
一方、道学でも紫色が重んじられている。道教の経典の
中に、沢山の「紫」が見える。道教の経典の『太霄琅
书
』
には、 「紫天」 、 「 清」 、 「紫晨」 仙界を喩え、 「紫廷」 「鳳玉京」で仙都を喩え 紫気東来」で、始祖の老子の身が現れるのを喩え、 「紫宇下清」で、大衆の仙民を喩える。ほかに、 「紫皇」 、 姑」 、 「紫府」 「紫宮 「紫合」 「紫書」 、
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「紫楽」などの隠喩は、広く道学の典籍に見える。　
ゆえに、皇室とゆかりがある三人の女君が、 「紫」を呼
称されることは、道学を踏まえたことであると思われる。　
他に、 『源氏物語』の「蛍」巻に、玉鬘、花散里に関わ
る和歌の中に、 「菖蒲」が何度も用いられる。何故二人を菖蒲に例えるのか。　
菖蒲は、中国では薬草とされ、蓬などと一緒に端午 節
句の厄除けに用いられた。実際に、紫色の花を咲いた「菖蒲」は、香りが高いために、道教で 邪気を祓ってくれる縁起物として、神仙の草を意味す の ある。晋の有名な道士、神仙道 理論家の葛洪が著した『抱朴子・内篇・仙薬』には
寒終服菖蒲十三年、身生毛、日視書万言、皆誦之、終坦不 。又 生須得石上、一寸九節已上、紫花者尤善也
た
。
という句があり、菖蒲の強い香りが邪気を払い寿命を延ばすと考えられているため、人々 服用を勧められる。　
中国の漢詩には、仙草という意味で「菖蒲」をよく用い
られている。例えば、唐の詩人の李白の『送楊山人帰嵩山』に、
尔去掇仙草、 菖蒲花紫茸。 歳晚或相訪、 青天騎白龍
ち
。
という句が書いた。また、 『嵩山采菖蒲者』に、
神仙多古貌、双耳下垂肩。嵩岳逢漢武、疑是九疑仙。我来采菖蒲、服食可延年。言終忽不見、滅影入雲煙。喩帝竟莫悟、終帰茂陵田
つ
。
と言う句がある。　
言うまでもなく、 「菖蒲」が用いられることは、物語の
場面の中で捉える必要があるであろう。 『源氏物語』において、 「菖蒲」とかかわる和歌を引いてみると、まずは「蛍」巻、蛍宮 玉鬘 「菖蒲」の歌を贈答、 
今日さへやひく人もなき水隠れに生ふる菖蒲の根のみ泣かれん
　　
（蛍宮）
あらはれていとど浅くも見ゆるかな菖蒲もわかず泣かれける根の
て
　　
（玉鬘）
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そして「蛍」巻に、源氏、花散里のもとに泊まる二人の
仲らい、
その駒もすさめぬ草と名にたてる汀の菖蒲今日やひきつる
　　　　　
（花散里）
にほどりに影をならぶる若駒はいつか菖蒲にひきわかるべき
と
　　　　　
（源氏）
　
菖蒲は水辺の草で、沼地や谷間に多いのであるが、そう
でなくて川底に石が敷き詰められた水辺に育った菖蒲はとくに清浄とされた。玉鬘、花散里を菖蒲に例えるのは、仙草のように、俗世に染まらない二人の淡泊的な性格を示されたのではないかと考える。
四
　
物語の筋の構想
　
一般的に、 『源氏物語』全書の「五十四帖」を 『光源氏
物語』と『薫物語』の二つの独立した物語と分け、両者の間に絆があるのと認められる。ここでは、前の四十一帖の「光源氏物語」を中心に考察したい。　
前の四十一帖は、主に光源氏と藤壷の不倫の恋を原点
に、 「なほ世とともにかかる方にて御心の暇ぞなきや」 （ 「明石」 ）と言う壮大な物語を展開しながら、主人公の光源氏の一生の運命を「三段の予言」によって展開した。玄妙道学 知恵を明らかに反映している。　
第一段の予言は「桐壺」巻に見え、光源氏一生の地位と
運命を示したものである。桐壺更衣が生んだ皇子の光の君は七歳の時に、後見 無くなった若君を案じた桐壺帝は、高麗人の占いにより、光の君に源氏の姓 与え、臣籍に下すことを述べる。
相人驚きて、あまたたび傾きあやしぶ。 「国の親となりて、帝王の上なき位に昇るべ 相おはします人 、そなたにて見れば 乱れ憂ふることやあらむ 朝廷の重鎮と りて、天 下を輔くる方にて見れば、またその相違ふべし」と言ふ。 （桐壺帝は） 「相人はまことにかしこかりけり」と思して、 「無品の親王の外戚の寄せなきにては漂はさじ。わが御世もいと定めなきを、
 
ただ人にて朝廷の御後見をするなむ、行く先も頼もしげなめること」と思し定めて（中略）同じさ に申せば、源氏になしたてまつる く思しきお たり
な
。
このように運命づけられているので、源氏が皇子地位から
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臣籍降下させ、一生に何度も不遇にするが、最終に最高位の栄華を得ることができた。　
第二段の予言は「若紫」巻である。
中将の君も、おどろおどろしうさま異なる夢を見たまひて、合はする者を召して、問はせた へば、及びなう思しもかけぬ筋のことを合はせけり。 「その中に、違ひ目ありて、慎しませたまふべきことなむはべる」と言ふに、わづらはしくおぼえて、 「みづからの夢にはあらず、人の御ことを語るなり。この夢合ふまで、また人にまねぶな」とのたまひて 心のうちには、 「いかなることならむ」と思しわ るに、 の女宮の御こと聞きたまひて、 「もしさるやうもや」と、思し合はせたまふ
に
。
　
この夢は、光源氏が藤壺と密通する結果を予言するもの
である。それからの物語は、この夢の手がかりに従って進め、最終的に夢の通りとなる。二人 私生子 皇太子に立ち、後に、冷泉帝となる。この子のため、光源氏は災いを祓って内大臣に昇進し、准太上皇となるのである。　
第三段の予言は「澪標」巻である。明石から帰京した源
氏は、明石君が女児を出産することを聞き、明石君の近況
を案ずる。
『宿曜に、 「御子三人。帝、后かならず並びて生まれたまふべし。中の劣りは、太政大臣にて位を極むべしと、勘へ申したりしこと、さしてかなふなめり。……当帝のかく位にかなひたまひぬることを、思ひのごとうれしと思す。みづ らも、 「もて離れたまへる筋は、さらにあるまじきこと」と思す。 「あまたの皇子たちのなかに、すぐれてらうたき のに思したりし ど、だ人に思しおきてける御心を思ふに、宿世遠かりけり。内裏のかくておはします 、あらはに人の知ることならねど、相人の言むな からず」と 御心のうちに思しけり。今 行 末のあら しごとを 「住吉の神の るべ、まこと か 人も世にな てならぬ宿世にて、ひがひがしき親も及びなき心をつ ふにやありけむ。 」 思う
ぬ
。
　
第三段の予言は光源氏の家柄と運命が全面的に予測され
る。彼は臣籍降下をしたので、妻の葵上が生んだ夕霧は、太政大臣に昇進するだけではなく 明石君が生んだ娘は、明石女御になる。さらに、藤壷が生んだ息子は冷泉帝になる。
『源氏物語』における道学的な発想
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この三段の予言は相見をしたり、夢を見たりして、運命
がすべて前世の縁であることを語る。これは明らかに中国の秦漢時期の「方仙道」という学説から影響されている。　『史記・封禅書』には
ね
、
自斉威、宣之時，驺子之徒論著終始五德之運，及秦帝而斉人奏之，故始皇采用之。而宋毋忌、正伯矫、充尚、羡門高、最後皆燕人，為方仙道，形解消化，依于鬼神之事。
　の句がある。即ち、戦国の末期に、驺衍を始祖に尊んでいる陰陽家は方術家と合併され、 「方仙道」になることを示され 。　「方仙道」は、巫術文化の中に伝わった神仙方術を発展させながら、 「陰陽五行」という学説を唱えるほかに、鬼神を名目にして天に現れる自然現象を予言し、宿命の説を宣伝した。日本人に良く知られ 徐福という人物も秦の始皇帝の時期に有名な方仙道 相人である。　三段の予言の内容を分析すると、二つの道学の思想と知
恵を踏まえたことであると考えられる。　
まず、桐壺更衣が生んだ光源氏は、後見が無いため、も
し皇子の身分で帝位を争えば、 「乱れ憂ふ ことやあらむ」
（ 「桐壺」 ）の恐れがあるだろう。高麗人の話の狙いは、 『老子・十三章』に
の
、
貴以身為天下、若可寄天下。爱以身為天下、若可托天下。 （ をもって天下を為むるより貴ぶものは、すなわち天下を寄すべし。身をもって天下を為むるより愛ずるものは、すなわち天下を託すべし ）
という思想にあるため、 「倭相を仰せて」いる桐壺帝が、光の君に臣籍降下をさせる。　
光源氏は帝の縁を失い、藤壺と密通することは、
その中に、違ひ目ありて、慎しませたまふ きことなむはべる
は
　　　
（ 「若紫」 ）
というように、大きな災いが隠れている。彼は須磨へ退去し、わびしく暮らした日々中に、明石君と契りを結んだ。後、生まれだ娘は、明石女御に育て上げられる。藤壺が生んだ私生子は冷泉帝になる。息子と娘の栄光のお陰で、光源氏は准太上皇になる。この中に含んで る知恵は、 『老子・五十八章』に
ひ
、
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祸
兮福之所倚、福兮
祸
之所伏。 （禍は福の倚る所、福
は禍の伏す所。 ）
という思想ではないか。禍のあとに福がやってきて、福のあとに禍がやってくる。福でとどまることも禍でとどまることもない。目先のことに一喜一憂せずに、どっちが起こっても、人生を楽しめるように、感謝の気持ちと心のゆとりが欲しいものであると考えられる　
上述の知恵は、 「匂宮」巻に、
昔、光る君と聞こえしは、さるまたなき御おぼえながら、そねみたまふ人うち添ひ 母方の御後見なくなどありしに、御心ざ もの深く、世の中を思しなだらめしほどに、並びなき御光を、まばゆからずもて づめたまひ、つひにさるいみじき世の乱れも出で来ぬべかりしことをも、ことなく過ぐしたまひて 後 世の御勤めも後らかしたまはず よろづさりげな て 久しくのどけき御心おきて こ ありしか、こ 君は、まだしきに、世のおぼえいと過ぎて、思ひあがりたること、こよなくなどぞもの ふ
ふ
。
と言うことが明確に説明されている。これまでの例を見る
と、中国文化を積極的に摂取した平安時代に生まれた紫式部には 道学の思想から影響を受け のではないか、と考えられる。
五
　
終わりに
　
以上のように、筆者は『源氏物語』の構想を中心に、其
の中における道学的な発想を考察した。日本は中国文化を広く摂取し、両国の共通点も多いと思われるため、 の伝統的な文化や信仰、宗教の受容から、改めて『源氏物語』を観察すれば、新しい発見が見つかるのではないかと考える。
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